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巻
頭
言

ア
メ
リ
カ
日
蓮
宗
の
こ
れ
か
ら

現
代
宗
教
研
究
所
所
長

　
三
　
原
　
正
　
資

　
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヘ
イ
ワ
ー
ド
に
あ
る
日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
の
開
設
二
〇
年
記
念
法
要
が
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）

一
〇
月
三
一
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
営
ま
れ
た
。

　
日
蓮
宗
新
聞
（
平
成
二
二
年
一
二
月
一
〇
日
）
は
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　 

　
開
設
二
十
年
記
念
大
法
要
は
十
月
三
十
一
日
、
渡
邊
照
敏
宗
務
総
長
名
代
の
駒
野
教
源
宗
務
院
総
務
局
長
を
導
師
に
営
ま
れ
た
。
副

導
師
を
理
事
の
北
米
開
教
区
長
金
井
勝
海
師
、
サ
ン
ノ
ゼ
妙
覚
寺
別
院
松
田
龍
紹
師
、
宗
務
院
国
際
課
長
及
川
玄
一
師
と
平
井
智
親
セ

ン
タ
ー
所
長
が
務
め
、
式
衆
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、
北
米
各
地
か
ら
十
三
人
の
開
教
師
、
国
際
布
教
師
な
ど
が
出

仕
。
法
要
終
了
後
の
記
念
昼
食
会
で
は
駒
野
総
務
局
長
、
現
代
宗
教
研
究
所
の
三
原
正
資
所
長
、
国
際
開
教
対
策
委
員
会
の
石
井
英
雄

師
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。（
以
下
略
）

　
翌
一
一
月
一
日
（
月
）
か
ら
四
日
（
木
）
ま
で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
国
際
布
教
研
修
（Retreat for International Priests

）
が
開
催

さ
れ
た
。
八
時
三
〇
分
か
ら
夜
九
時
ま
で
の
ハ
ー
ド
な
も
の
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
一
日

　
開
講
式
（O

pening Cerem
ony

）

　
講
義
１
　
戒
名
の
付
け
方
（Buddhist N

am
e

）

　
実
践
講
習
１
　
葬
儀
（Funeral Service

）

　
講
義
２
　
給
仕
に
つ
い
て
（Serving

）

　
　
第
二
日

　
講
義
３
　
開
会
に
つ
い
て
（K

ai-e

）

　
実
践
講
習
２
　
追
善
法
要
（M

em
orial Service

）

　
講
義
４

　
日
蓮
宗
の
シ
ス
テ
ム
（N

ichiren Shu System

）

　
　
第
三
日

　
講
義
５

　
新
宗
教
問
題
（N

ew
 Religions
）

　
実
践
講
習
３

　
結
婚
式
（W
edding

）

　
　
最
終
日

　
自
由
討
議
（D

iscussion

）

　
閉
講
式
（Closing Cerem

ony

）

　
こ
の
間
に
、
朝
勤
（M

orning Service

）、
昼
食
（Lunch

）、
夕
勤
（Evening Service

）、
夕
食
（Supper

）
が
あ
る
。
参
加
者

は
近
く
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
す
ま
せ
た
。

　
私
は
講
義
３
と
５
を
、
山
口
功
倫
所
員
は
講
義
６
を
担
当
し
た
。
タ
ラ
ビ
ー
ニ
勝
亮
師
は
通
訳
と
し
て
私
た
ち
の
講
義
を
助
け
た
。
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3 巻頭言　アメリカ日蓮宗のこれから（三原）

　
研
修
中
の
ラ
ン
チ
は
楽
し
か
っ
た
。
食
法
（T

able Grace

）
は
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
で
唱
え
た
。

日
蓮
宗
の
教
え
が
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
っ
て
も
、
西
欧
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
最
終
日
の
ラ
ン
チ
の
と
き
、
タ
ラ
ビ
ー
ニ
勝
亮
師
の
ご
両
親
が
来
ら
れ
た
。
タ
ラ
ビ
ー
ニ
師
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
二
三
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
当
研
究
所
主
催
第
二
一
回
法
華
経
日
蓮
聖
人
教
団
論
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
を
お
願
い
し
た

ケ
ネ
ス
・
田
中
先
生
が
東
京
新
聞
（
平
成
二
三
年
一
二
月
三
、
一
〇
日
）
に
「
欧
米
人
を
魅
了
す
る
仏
教
の
秘
密
」
と
題
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
た
。

　 

　
彼
ら
が
仏
教
に
魅
了
さ
れ
る
原
因
は
（
略
）
仏
教
の
本
質
に
あ
る
と
み
る
。
彼
ら
は
、
仏
教
を
「
信
じ
る
宗
教
」（religion of 

faith

）
で
は
な
く
、「
目
覚
め
る
宗
教
」（religion of aw

akening

）
と
、
と
ら
え
て
い
る
の
だ
。

　
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　 

　
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
に
は
、
立
派
な
教
義
が
あ
る
が
、
そ
の
教
え
を
体
験
す
る
方
法
が
明
確
で
は
な
い
の
に
対
し
、
仏
教
は
誰
も
が

日
々
実
践
で
き
る
瞑
想
な
ど
を
通
し
て
実
際
に
教
え
を
体
験
で
き
る
こ
と
に
ひ
か
れ
る
と
話
す
。（
略
）

　 

　
雇
用
の
不
安
定
は
心
の
不
安
を
増
幅
す
る
。
必
然
、「
頼
る
の
は
自
分
し
か
な
い
」
と
い
う
孤
立
化
は
深
ま
る
。
人
々
は
「
聖
な
る

心
の
体
験
」
を
求
め
始
め
て
い
る
。

　 

　
欧
米
の
仏
教
は
、
こ
う
し
た
先
進
国
現
象
を
着
実
に
と
ら
え
、
誰
も
が
個
人
で
実
践
で
き
る
瞑
想
、
題
目
、
念
仏
を
提
供
す
る
こ
と

で
人
々
の
精
神
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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研
修
中
、
私
は
、
開
教
師
や
国
際
布
教
師
のM

orning Service

やEvening Service

の
真
剣
な
動
作
、
英
語
に
よ
る
読
経
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
そ
れ
を
仏
教
の
実
践
（Practice

）
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
聖
な
る
心
の
体
験
」
だ
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
お
経
を
母
国
語
で
朗
唱
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本
人
が
直
接
に
理
解
で
き
な
い
漢
文
を
読
誦
す
る

こ
と
と
は
違
っ
た
体
験
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
た
ち
日
本
の
仏
教
者
が
つ
い
に
為
し
え
な
か
っ
た
実
践
を
、
彼
ら
は
幸
運

に
も
体
験
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
私
は
、「
ア
メ
リ
カ
日
蓮
宗
」
の
誕
生
に
た
ち
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
平
井
智
親
所
長
は
ア
メ
リ
カ
仏
教=

ア
メ
リ
カ
日
蓮
宗
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　 

　
例
え
ば
、
皆
様
は
こ
こ
で
画
用
紙
を
渡
さ
れ
、
太
陽
の
絵
を
書
い
て
下
さ
い
と
い
わ
れ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
ま
す
か
？
　

多
分
殆
ど
の
方
は
赤
の
絵
の
具
で
丸
く
大
き
な
太
陽
を
書
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
書
く
と
思
わ

れ
ま
す
か
。
当
然
だ
ろ
う
と
お
思
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
事
実
は
違
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
は
太
陽
を
書
く
時
に
、
赤

で
は
な
く
普
通
黄
色
を
使
い
ま
す
。
何
か
の
時
に
小
学
校
を
尋
ね
、
教
室
で
子
供
た
ち
の
絵
を
見
た
時
に
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
黄
色

い
丸
が
太
陽
だ
と
わ
か
っ
た
時
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。（『
現
代
宗
教
研
究
』
四
三
号
所
収
「
海
外
に
お
け
る
教
化
に
つ
い

て
」
平
成
二
一
年
）

　
か
つ
て
、
中
村
元
氏
は
『
東
洋
人
の
思
想
方
法
』
の
中
で
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
等
の
人
び
と
の
も
の
の
考
え
方
の
違
い
を
論
述
し

た
。
そ
の
結
果
、
仏
教
は
ア
ジ
ア
各
国
で
い
ろ
い
ろ
の
花
を
咲
か
せ
た
。
仏
教
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ど
の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
る
の
だ
ろ
う
。

楽
し
み
で
あ
る
。

　
金
井
勝
海
・
久
美
子
夫
妻
に
寿
司
や
に
案
内
さ
れ
た
。
日
本
の
お
寿
司
はCalifornia Roll

と
呼
ば
れ
る
も
の
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

人
に
好
ま
れ
て
い
る
。
四
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
イ
ン
通
り
に
道
場
を
構
え
て
布
教
さ
れ
て
い
た
釈
日
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5 巻頭言　アメリカ日蓮宗のこれから（三原）

法
師
が
、
私
へ
の
書
簡
の
中
で

　 

　
例
へ
ば
マ
グ
ロ
の
刺
身
は
日
本
人
に
は
御
馳
走
で
あ
っ
て
も
一
般
の
西
洋
人
に
は
食
慾
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
隔
世
の
感
で
あ
る
。

　
研
修
会
修
了
後
、
平
井
智
親
師
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
龍
英
師
、
山
口
功
倫
所
員
と
と
も
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
山

路
を
通
っ
て
グ
リ
ー
ン
ガ
ル
チ
禅
農
場
へ
行
っ
た
。
僧
堂
に
入
っ
た
と
き
、
ひ
と
り
の
ア
メ
リ
カ
人
と
思
わ
れ
る
女
性
の
修
行
者
は
、
私

た
ち
を
迎
え
て
合
掌
し
、
礼
拝
し
た
。
そ
の
と
き
、
女
性
の
修
行
者
が
浮
か
べ
た
微
笑
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
慈
悲
と
平

安
に
み
ち
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
仏
教
は
美
し
い
花
を
咲
か
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
私
は
感
じ
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
ヘ
イ
ワ
ー
ド
に
集
ま
っ
た
開
教
師
と
国
際
布
教
師
が
各
々
の
国
の
色
で
日
月
の
光
明
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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